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法定合併協議会設置は７月
秋田市文化選奨
市の記念日に功労者表彰
地域でつくるまちづくりルール
市役所からのお知らせ

高齢者サービスあれこれ
老人保健のお知らせ　国保の納税書発送
井戸端市民通信
育児コーナー
情報チャンネルa
秋田市史《現代史料編》《民俗編》を刊行

８－９

６月17日、中央ブロックの保
育所の子どもたちが集まって
行われた運動会(市立体育館)
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平
成
14
年

12
月
26
日

河
辺
町
・
雄
和
町
か

ら
合
併
協
議
の
申
し

入
れ
を
受
け
る

平
成
15
年

２
月
７
日

秋
田
市
議
会
臨
時
会

で
、
任
意
合
併
協
議

会
設
立
・
運
営
の
た

め
の
関
連
予
算
可
決

２
月
13
日

秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄

和
町
任
意
合
併
協
議

会
を
設
立
。
第
１
回

合
併
協
議
会
を
開
催

３
月
28
日

第
２
回
合
併
協
議
会

を
開
催(

予
算
や
合
併

へ
の
課
題
整
理
な
ど

を
協
議)

６
月
４
日

第
３
回
合
併
協
議
会

を
開
催(

法
定
合
併
協

議
会
の
設
置
、
合
併

の
方
式
、
合
併
の
時

期
な
ど
を
協
議)

六
月
四
日
、
秋
田
市
内
の
ホ
テ
ル
で
三
回

目
と
な
る
秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
任
意

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
話
し
合
い
で
は
、
秋
田
市
と
両

町
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
経
過
な
ど
を
踏

ま
え
、
七
月
上
旬
に
、
地
方
自
治
法
な
ど
に

基
づ
く
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と

で
合
意
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
七
月
上

旬
に
設
置
さ
れ
る
法
定
合
併
協
議
会
の
中
で
、

秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
の
区
域
全
体
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
は
じ
め
、
秋
田
市
と
両

町
で
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
制
度
を
ど
の

よ
う
に
す
り
合
わ
せ
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

予
定
さ
れ
て
い
る
法
定
合
併
協
議
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
一
市
二
町
の

法
定
合
併
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て
合
意

７
月
上
旬
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置

本
格
的
な
合
併
協
議
を
始
め
ま
す

６月４日、第３回秋田市・河辺町・

雄和町任意合併協議会で
秋田市合併推進局
電話(866)2785
ファクス(866)2795

市町合併ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/

市
町
合
併

こ
れ
ま
で
の
経
緯
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協
議
会
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

左
記
の
事
項
に
つ
い
て
任
意
合
併
協
議
会
の

段
階
で
合
意
形
成
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
一
市
二
町
の
合
併
を
妨
げ
る

大
き
な
要
因
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
な
ど
、
今
後
の
合
併
協
議
に
は
ず
み

が
つ
き
ま
し
た
。

７月５日(土)
市町合併シンポジウムを開催

①
市
長
・
町
長

②
助
役

③
収
入
役

④
議
会
の
議
長
・
副
議
長

⑤
議
会
が
推
薦
す
る
議
会
議
員

⑥
市
長
・
町
長
が
協
議
し
て
定
め
た
学
識

経
験
者

ま
た
、
こ
の
日
は
、
市
町
合
併
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
べ

き
基
本
的
な
協
定
項
目
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
、
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

正
式
に
は
、
来
月
設
置
さ
れ
る
法
定
合
併

秋
田
市
へ
の
編
入
合
併

に
１
市
２
町
が
合
意

●任意合併協議会での合意事項

合併は必要
である

42.8％

合併は必要
ない

23.7％

無回答 0.4％

どちらでも
よい
33.1％

合併は必要
である

50.9％

わからない
24.4％

無回答 1.4％

合併は必要
でない
23.3％

前回の広報あきたで、秋田市で行った市民意向
調査の結果をお知らせしました。調査によると、
「河辺町・雄和町との合併をどう考えますか」と
いう質問に対し、約６割の人が「合併を進めてい
くべき」「どちらかといえば合併を進めていくべ
き」と、合併推進の回答を選んでいます。
同じように河辺町・雄和町で行われた町民意向

調査では、上のような結果が出ています。いずれ
も「合併は必要である」という人が「合併は必要
ない」という人を大きく上回っています。

合併の方式

秋田市への編入合併とする。

合併の期日

平成17年１月１日から３月31日まで
の間の適切な期日に、できるだけ早く市
町合併を施行する。

新市の名称

「秋田市」とする。

新市の事務所

現在の秋田市役所の位置
秋田市山王一丁目１番１号とする。

市町合併

市民・町民は
合併をどう考えて
いるんじゃろ？

合併を進め
ていくべき

30.7％
どちらとも
いえない

22.1％

無回答 2.4％

どちらかとい
えば合併を進
めていくべき

28.5％

どちらかといえば
合併は進めるべき
ではない　5.6％

合併は進めるべき
ではない　2.6％

わからない　8.2％

秋田市

雄和町

河辺町

広報あきた　６月27日号0033

第３回任意合併協議会



市町合併シンポジウム

７月５日(土) 午後４時～６時
秋田市文化会館大ホール

講師

石川
い し か わ

好
よしみ

(秋田公立美術工芸短期大学学長)

基調講演

コーディネーター

秋田市長
佐
さ

竹
たけ

敬久
のりひさ

河辺町長
大山
おおやま

博
ひろ

美
み

雄和町長
伊
い

藤
とう

憲一
けんいち

秋田大学教授
池村
いけむら

好道
よしみち

河辺町社会教育委員
山本
やまもと

美喜子
み き こ

雄和町社会教育委員
地
じ

主
ぬし

重
しげ

子
こ

秋田市・河辺町・雄和町合併協議会tel(８６６)２７９６

１市２町の紹介ビデオ上映「市町合併に向けて」(10分)

第１部

演
題

●
パ
ネ
リ
ス
ト

秋田市、河辺町、雄和町。
お互いのことを、もっとよく知ってもらいたい。
そして市町合併のことを考えてもらいたい。
どなたでも気軽においでください。直接会場へどうぞ

『建都400年からニュー秋田発進』

市町合併でどう変わる

パネルディスカッション
石川好

法定合併協議会とは、地方自治法お
よび市町村の合併の特例に関する法律
(合併特例法)に基づき設置される協議
会(話し合いの場)で、関係市町村の議
会の議決を経て設置されます。関係市
町村の長や職員、議会の議員、学識経
験者で構成されます。
ここでは、合併の是非を含めて、合

併に関するあらゆる事項の協議が公正
に行われます。協議は原則公開であり、
合併後のまちづくり計画や合併の方式、
新市の名称、合併の期日といった基本
的な事項をはじめ、市町村ごとに異な
るさまざまな行政制度のすり合わせの
ため、具体的な話し合いを行います。
なお、この法定合併協議会を設置し

ないで市町村合併を行った場合は、国
の財政支援など、法定合併協議会の設
置を前提とした、合併特例法に基づく
さまざまな特例措置が受けられなくな
ります。

昨年から今年にかけて、全国的に市
町村合併への取り組みが急速に進んで
います。
総務省の調査によると、法定合併協

議会を設置している市町村数は今年４
月１日現在で1,218となっており、１年
前の調査時の249と比べると約５倍に増
えています。
全国の市町村数は約3,200ですから、

４割近い市町村が法定合併協議会で正
式な合併協議を始めていることになり
ます。
また、任意の合併協議会や合併に関

する研究会などに加入している市町村
も合わせると、2,531となり、約８割の
市町村が合併について何らかの検討を
行っているという状況です。

市町村合併

法定合併協議会って？

全国的に市町村合併は
進んでいるの？

第２部

市町合併でどう変わる

緑あふれる新県都づくり

入場無料

1,218の市町村が法定合併協議会に加入

0044

＊当日は、ほかの催し物も重なり、文化会館の駐車場の混雑
が予想されますので、なるべく公共交通機関をご利用くだ
さい。やむをえず車でおいでになる場合は、八橋球技場東
側（けやき通り側）駐車場か市役所駐車場をご利用ください。



土崎港で発行されたプロレタリア文芸誌「種蒔
く人」に、従来にない広い視野からスポットを当
てた作品。雑誌に関わった人々の生きざまを追う
ことで「種蒔く人」を浮かび上がらせるという斬
新な手法で、新たな事実も発掘し、研究者からも
高く評価されました。

大お
お

地ち

進す
す
む

さ
ん

(

泉
中
央
四
丁
目
　
49
歳)

黎明
れいめい

の群像
－苛烈に生きた「種蒔く人」の同人たち－

１時間半のピアノ独奏で、聴く人々に語りかける
ようなすばらしい演奏を披露し、聴衆に大きな感動
を与えました。繊細なタッチ、ダイナミックな力強
いタッチを自由自在に操る卓越した演奏技術と優れ
た音楽性、音色の美しさなどが高く評価されました。

佐さ

藤と
う

卓た
か

史し

さ
ん

第70回日本音楽コンクールピアノ部門
第１位受賞記念ピアノリサイタル

「東都獅子」は、優雅な風情と品格の漂う美し
い女舞です。この曲と踊りの心を見事にとらえ、
内面の動きを優美で華麗に演じたおおらかな舞
は、高い技術と優れた表現力を感じさせる踊りと
して評価されました。

花
柳

は
な
や
ぎ

●た
け

陽ひ

人と

さ
ん

(

泉
南
三
丁
目
　
33
歳)

常磐
と き わ

津
づ

「東
とう

都
と

獅
じ

子
し

」

本
名:

正
木
章
子

(

埼
玉
県
所
沢
市

19
歳)

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
在
学
。

実
家
は
泉
北
一
丁
目

風土と日常の中に清楚な詩の花を咲かせ、人
間存在を鋭く洞察した優れた詩集です。平易で
淡々とした筆致でありながら、無限のいのちの
継承を説き、綿密な詩的技法で、あきたの女性
のこころの陰

いん

鬱
うつ

をいかんなく表現しています。

菅す
が

つ
ぎ
さ
ん

(

保
戸
野
原
の
町
　
81
歳)

詩集『森の人』

文
芸

文
芸

邦
舞

音
楽

秋
田
市
文
化
選
奨
は
、
学
術
・
芸
術
の
分
野
で

前
年
度
に
優
れ
た
作
品
を
発
表
し
、
市
民
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度

の
受
賞
者
は
、
四
人
の
か
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
七
月
二
十
三
日
（水）
午
後
四
時
か
ら

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

平
成
15
年
度

広報あきた　６月27日号0055



７
月
11
日
「
市
の
記
念
日
式
典
」
開
催

税
財
政(
納
税
貯
蓄
組
合
組
合
長)

●
赤
上
三
郎(

土
崎
港
北
一
丁
目
76
歳)

●
古
谷
利
三
郎(

土
崎
港
中
央
五
丁
目
84
歳)

●
鈴
木
恭
治(

新
屋
沖
田
町
74
歳)

●
森
合
兼
四
郎(

太
平
目
長
崎
72
歳)

●
堀
井
光
夫(

仁
井
田
二
ツ
屋
一
丁
目
70
歳)

交
通
安
全

(

交
通
指
導
隊
員)

●
吉
野
東
八
郎(

将
軍
野
南
一
丁
目
61
歳)

●
羽
川
敏
憲(

新
屋
北
浜
町
65
歳)

●
小
野
崎
礼
次
郎(

土
崎
港
東
二
丁
目
67
歳)

自
治
振
興(

町
内
会
長)

●
野
手
準
二(

手
形
新
栄
町
74
歳)

●
小
柳
寛(

南
通
宮
田
74
歳)

●
齊
藤
璋
七(

千
秋
中
島
町
78
歳)

●
米
川
淳
道(

保
戸
野
す
わ
町
71
歳)

●
長
谷
川
淳
司(

大
町
一
丁
目
64
歳)

●
石
塚
晃(

卸
町
四
丁
目
50
歳)

●
白
山
初
蔵(

牛
島
東
三
丁
目
72
歳)

●
猪
田
功
男(

牛
島
東
一
丁
目
62
歳)

●
熊
谷
正
治(

牛
島
東
五
丁
目
70
歳)

●
石
塚
義
太
郎(

泉
三
嶽
根
61
歳)

●
木
村
傳(

広
面
字
赤
沼
71
歳)

●
鈴
木
典
雄(

横
森
一
丁
目
74
歳)

●
齋
藤
重
孝(

新
屋
表
町
61
歳)

●
●
島
鉄
朗(

新
屋
日
吉
町
73
歳)

●
伊
藤
幸
三
郎(

将
軍
野
東
二
丁
目
77
歳)

●
植
田
昇(

土
崎
港
南
三
丁
目
69
歳)

●
堀
井
好
治(

外
旭
川
字
鳥
谷
場
63
歳)

●
小
玉
勇
之
助(

外
旭
川
字
山
崎
76
歳)

●
湊
秀
雄(

外
旭
川
字
鳥
谷
場
76
歳)

●
相
場
義
信(

浜
田
字
元
中
村
71
歳)

●
堀
井
光
夫(

仁
井
田
二
ツ
屋
一
丁
目
70
歳)

●
佐
藤
敬
一(

仁
井
田
福
島
一
丁
目
68
歳)

●
橋
本
佳
也(

仁
井
田
栄
町
70
歳)

●
佐
藤
忠
悦(

金
足
黒
川
字
黒
川
66
歳)

●
進
藤
惣
四
郎(

寺
内
堂
ノ
沢
一
丁
目
67
歳)

社
会
福
祉

(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

●
藍
の
会

●
御ぎ

ょ

衣い

黄こ
う

の
会

●
富
士
通
サ
ポ
ー
ト
ア
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
秋
田
支
店

●
新
屋
勝
平
地
区
婦
人
会

(

民
生
・
児
童
委
員)

●
熊
谷
重
夫(

仁
井
田
本
町
五
丁
目
72
歳)

●
川
村
正
夫(

将
軍
野
桂
町
68
歳)

(

福
祉
施
設
職
員)

●
石
井
竹
春(

柳
田
字
境
田
55
歳)

●
伊
藤
良
之(

下
北
手
松
崎
字
碇
り
47
歳)

●
利
部
健
男(

太
平
寺
庭
字
寺
庭
51
歳)

●
北
嶋
美
代
子(

仁
井
田
字
西
潟
敷
43
歳)

●
佐
々
木
留
美
子(

寺
内
蛭
根
一
丁
目
44
歳)

●
福
田
守(

泉
菅
野
一
丁
目
43
歳)

●
山
崎
雅
義(

南
通
築
地
43
歳)

●
金
子
俊
博(

御
所
野
地
蔵
田
二
丁
目
46
歳)

●
齊
藤
悦
子(

下
浜
桂
根
字
境
川
45
歳)

●
渋
谷
ち
や
子(

添
川
字
添
川
40
歳)

●
●
橋
妙
子(

浜
田
字
出
小
屋
52
歳)

●
矢
倉
ア
サ
子(

新
屋
前
野
町
57
歳)

●
吉
田
浩
美(

由
利
郡
岩
城
町
45
歳)

●
大
塚
京
子(

新
屋
勝
平
町
44
歳)

●
鎌
田
洋
子(

外
旭
川
字
神
田
54
歳)

●
熊
谷
優
子(

河
辺
郡
河
辺
町
40
歳)

●
嵯
峨
順
子

(

太
平
目
長
崎
字
上
目
長
崎

42

歳)●
大
門
康
子(

新
屋
表
町
43
歳
）

●
塚
田
弘
美(

浜
田
字
元
中
村
41
歳
）

●
鎗
目
恵
子(

山
王
中
園
町
41
歳
）

(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー)

●
秋
元
の
り
子(

大
住
三
丁
目
51
歳
）

齋
藤
隆

(

横
森
一
丁
目
69
歳)

日
本
精
機
㈱
代
表
取
締
役

社
長
。
秋
田
県
機
械
金
属
工

業
会
や
秋
田
市
金
属
工
業
会

な
ど
の
要
職
を
務
め
、
産
学

官
連
携
に
よ
る
新
装
置
を
開

発
す
る
な
ど
本
市
産
業
の
振

興
・
発
展
に
貢
献
し
ま
し

古
田
重
明

(

広
面
字
樋
口
63
歳)

秋
田
経
済
法
科
大
学
法
学

部
教
授
。
本
市
の
各
種
委
員

を
歴
任
し
、
法
律
分
野
の
学

識
経
験
者
と
し
て
、
専
門
的

な
見
地
か
ら
本
市
施
策
の
推

進
に
寄
与
し
、
市
勢
発
展
に

貢
献
し
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

さ
んさ

ん

七
月
十
二
日
は
「
市
の
記
念
日
」。
明
治
二
十
二
年
の
七
月
十
二
日
に

秋
田
市
役
所
が
正
式
に
開
庁
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、
昭
和
三
年
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
市
の
記
念
日
に
ち
な
み
、
中
核
市
と
し
て
発
展
す
る
秋
田
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
さ
れ
た
か
た
や
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
か
た
な

ど
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
七
十
七
人
、
七
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
市
の
記
念
日
式
典
は
、
七
月
十
一
日

(金)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
、
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

一
般
表
彰
敬
称
略
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７月12日(土)の市の記念日に、
下記の施設を無料開放します。
・千秋美術館　・赤れんが郷土館
・佐竹史料館　・民俗芸能伝承館　
・大森山動物園　
・旧黒澤家住宅・久保田城御隅櫓　

市の施設を無料開放

税
財
政(

納
税
貯
蓄
組
合
組
合
長)

●
赤
上
三
郎(

土
崎
港
北
一
丁
目
76
歳)

●
古
谷
利
三
郎(

土
崎
港
中
央
五
丁
目
84
歳)

●
鈴
木
恭
治(

新
屋
沖
田
町
74
歳)

●
森
合
兼
四
郎(

太
平
目
長
崎
72
歳)

●
堀
井
光
夫(

仁
井
田
二
ツ
屋
一
丁
目
70
歳)

交
通
安
全

(

交
通
指
導
隊
員)

●
吉
野
東
八
郎(

将
軍
野
南
一
丁
目
61
歳)

●
羽
川
敏
憲(

新
屋
北
浜
町
65
歳)

●
小
野
崎
礼
次
郎(

土
崎
港
東
二
丁
目
67
歳)

自
治
振
興(

町
内
会
長)

●
野
手
準
二(

手
形
新
栄
町
74
歳)

●
小
柳
寛(

南
通
宮
田
74
歳)

●
齊
藤
璋
七(

千
秋
中
島
町
78
歳)

●
米
川
淳
道(

保
戸
野
す
わ
町
71
歳)

●
長
谷
川
淳
司(

大
町
一
丁
目
64
歳)

●
石
塚
晃(

卸
町
四
丁
目
50
歳)

●
白
山
初
蔵(

牛
島
東
三
丁
目
72
歳)

●
猪
田
功
男(

牛
島
東
一
丁
目
62
歳)

●
熊
谷
正
治(

牛
島
東
五
丁
目
70
歳)

●
石
塚
義
太
郎(

泉
三
嶽
根
61
歳)

●
木
村
傳(

広
面
字
赤
沼
71
歳)

●
鈴
木
典
雄(

横
森
一
丁
目
74
歳)

●
齋
藤
重
孝(

新
屋
表
町
61
歳)

●
●
島
鉄
朗(

新
屋
日
吉
町
73
歳)

●
伊
藤
幸
三
郎(

将
軍
野
東
二
丁
目
77
歳)

●
植
田
昇(

土
崎
港
南
三
丁
目
69
歳)

●
堀
井
好
治(

外
旭
川
字
鳥
谷
場
63
歳)

●
小
玉
勇
之
助(

外
旭
川
字
山
崎
76
歳)

●
湊
秀
雄(

外
旭
川
字
鳥
谷
場
76
歳)

●
相
場
義
信(

浜
田
字
元
中
村
71
歳)

●
堀
井
光
夫(

仁
井
田
二
ツ
屋
一
丁
目
70
歳)

秋田市建都400年記念プレイベント

鑑賞申し込みは７月11日(金)まで！

７月12日(土)市の記念日に

日時　８月２日(土)
開場：午後５時30分
開演：午後６時(８時45分終演予定)

▼

会場　県民会館大ホール▼

プログラム

●オープニング 竿燈囃子　新・秋田音頭
●第 １ 部 市内小学生による合唱

・秋田少年少女合唱団
・市内小学校の合唱部

歌曲 (長谷川留美子　川口洋一郎)

●第 ２ 部 秋田市管弦楽団
ウィーンオペレッタ管弦楽団(特別出演)
オーケストラの合同演奏

右
の
記
入
例
を
参
考
に
、
７
月
11
日
(金)
ま
で
、
往
復
は
が

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
往
信
用
の
裏
面
に
は
、
鑑

賞
を
希
望
す
る
人
数(

１
通
で
５
人
ま
で)

と
そ
の
内
訳

(

小
・
中
・
高
生
○
人
、
大
人
○
人
、
そ
の
他
○
人)

、
鑑
賞

希
望
者
全
員
の
名
前
、
代
表
者
の
住
所
、
電
話
を
、
返
信

用
の
表
面
に
は
住
所
と
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

宛
先
〒
０
１
０
―

８
５
６
０
秋
田
市
役
所
企
画
調
整
課

※
申
込
者
全
員
に
７
月
22
日
(火)
に
入
場
券
と
な
る
返
信
は

が
き
を
郵
送
し
ま
す(

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選)

鑑賞申し込み

往信用表

往信用裏返信用表

返信用裏

小学生たちやソリストによる合唱、管弦楽団の演奏
などをお楽しみください。世界的に有名なウィーンオ
ペレッタ管弦楽団も特別参加します！　入場無料。

●問い合わせ　企画調整課tel(８６６)２０３２

07 広報あきた　６月27日号



住
宅
地
に
大
き
な
施
設
や
工
場
な
ど
を
好
き

勝
手
に
建
て
る
と
無
秩
序
で
住
み
に
く
い
ま
ち

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
都
市
計
画
に

よ
り
市
街
地
を
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
工
業

地
域
な
ど
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
、
建
築
で
き
る

建
物
の
用
途
や
規
模
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
個
々
の
建
物
に
つ
い
て
、
建

築
計
画
が
建
築
基
準
法
に
合
っ
て
い
る
か
を
審

査
し
て
い
る
ほ
か
、
中
高
層
ビ
ル
な
ど
の
建
築

主
に
対
し
て
は
、
周
囲
の
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
事
前
説
明
会
の
開
催
を
条

例
で
義
務
づ
け
る
な
ど
、
無
秩
序
な
ま
ち
づ
く

り
に
な
ら
な
い
よ
う
見
守
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
に
よ
り
一
定

の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
手
で
地
区
独
自
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
方
法
が
、「
地
区
計
画
」
や
「
建
築

協
定
」
と
い
っ
た
提
案
制
度
で
す
。

◆
地
区
計
画
と
は

住
宅
地
や
商
店
街
な
ど
、
住
民
の
暮
ら
し

の
基
礎
的
な
「
地
区
」
を
単
位
と
し
て
、
地

区
の
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

を
決
め
る
も
の(

上
図
参
照)

。
道
路
や
公
園

な
ど
の
配
置
、
建
物
の
用
途
、
高
さ
、
ま
ち

な
み
の
ル
ー
ル
な
ど
を
決
め
ら
れ
ま
す
。

地
区
住
民
な
ど
の
合
意
で
地
区
計
画
を
提

案
す
る
と
、
一
定
の
手
続
き
を
経
て
、
市
が

都
市
計
画
決
定
を
し
ま
す
。
条
例
化
さ
れ
る

の
で
、
住
民
が
決
め
た
ル
ー
ル
で
法
的
規
制

が
か
け
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
地
区
計
画
は
市

内
に
十
三
地
区
あ
り
ま
す
。

◆
建
築
協
定
と
は

「
閑
静
な
戸
建
て
住
宅
地
に
し
た
い
」「
建

物
の
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
た
い
」
な
ど
、
き

れ
い
な
街
並
み
と
な
る
よ
う
建
物
の
形
や
高

用
途
地
域
や
建
築
基
準
法
は

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル

自
分
た
ち
で
決
め
る

地
区
限
定
の
ル
ー
ル

ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
が

で
き
る
ま
で

１
地
域
で
の
話
し
合
い

自
分
の
住
む
地
域
を
よ
り
住
み
や
す

く
す
る
た
め
地
域
の
み
ん
な
で
話
し

合
い
ま
す
。
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い

て
市
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

建
築
協
定
を
結
ぶ
と
き
は
、
土
地
の

所
有
者
な
ど
の
合
意
が
必
要
で
す
。

地
区
計
画
の
提
案
に
は
地
区
住
民
の

合
意
が
必
要
で
す
。

都
市
景
観
地
区
の
場
合
、
地
区
住
民

の
意
見
を
聴
い
た
う
え
で
指
定
し
ま

こんなまちに
したいなぁ…

２
地
域
住
民
の
合
意
・
賛
同

３
市
へ
の
提
案
・
申
請

４
都
市
計
画
の
決
定
・
条
例
化

地区計画の適用例

市
民
が
決
め
る
独
自
の
〃
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
〃

知
っ
て
ま
す
か
？

（良好な住環境形成区域）

地
区
の
み
な
さ
ん
が
話
し
合
っ
て
、
地
区
限
定
の
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
、「
地
区
計
画
」
や
「
建
築
協
定
」

な
ど
の
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
住

民
が
望
む
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら

れ
ま
す
。

「
地
区
計
画
」
は
、
左
図
の
よ
う
な
狭
い
範
囲
の
地
区
で
も
Ｏ
Ｋ
！
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さ
な
ど
の
基
準
を
定
め
、
住
民
が
お
互
い
守

り
合
っ
て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
制
度
で

す
。
建
築
基
準
法
よ
り
も
細
か
な
基
準
が
決

め
ら
れ
ま
す
。
協
定
を
結
ぶ
と
き
に
は
地
区

住
民
な
ど
の
合
意
に
よ
り
決
め
る
こ
と
が
で

き
、
運
営
も
住
民
が
行
い
ま
す
。

◆
都
市
景
観
地
区
と
は

緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
街
並
み
や
伝
統
的
な

街
並
み
な
ど
、
優
れ
た
都
市
景
観
を
創
造
し

保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
が
市
に
そ
の

指
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
に
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
し
か
分

か
ら
な
い
「
地
域
の
良
さ
」
が
あ
り
ま
す
。
自

分
た
ち
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
ま
ず
は

地
域
の
み
な
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を

ご
説
明
し
ま
す

建
築
協
定
、
地
区
計
画
な
ど
に
つ

い
て
も
っ
と
知
り
た
い
み
な
さ
ん
の

た
め
に
、
市
の
職
員
が
自
治
会
、婦
人

会
な
ど
が
主
催
す
る
会
合
へ
出
向
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
団
体

の
代
表
の
か
た
は
、
開
催
希
望
日
の

三
週
間
前
ま
で
に
、
都
市
計
画
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
開
催
場
所
は
市

内
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

都
市
計
画
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
１
５
２

14年度中に保険料の免除を受けたかた

国民年金
●保険料の免除制度●
所得の減少や失業などで、経済的に国民年金

の保険料の納付が困難な場合、本人の申請によ
り免除される制度があります。

14年度中に免除の承認を受けたかたは、承
認期間が６月30日(月)までとなっています。引
き続き希望される場合は、７月１日(火)から８
月29日(金)までに国保年金課、土崎支所、新屋
支所で手続きをしてください。

新たに免除申請をされるかた
保険料免除制度には、「全額免除」「半額免除」
の制度があり、申請のあった月の前月分の保険
料から対象になります。
免除された期間は、年金を受けるための資格

期間として取り扱われますが、10年以内に追納
しない場合は、受け取る年金額が減額されます。

対象

①前年の所得が少なく、保険料の納付が困難な
かた(免除の基準となる所得金額については
国保年金課へお問い合わせください)
②失業、事業の休業・廃業により保険料の納付
が困難なかた
③震災、風水害、火災などにより保険料の納付
が困難なかた

申請に必要なもの

●年金手帳●印鑑
●被保険者、配偶者、世帯主のうち平成15年
１月１日現在秋田市内に住所がないかたの所
得控除内容が記載されている所得証明書

上記対象の②③の特例的な理由
による場合は、その事実を明ら
かにする書類の添付が必要です。

② 「雇用保険受給資格者証」「離職票」「雇用
保険被保険者資格喪失確認通知書」など

③ 「罹災証明」

建物の高さを決めたいね

「地区計画」が定められている山手台(平成13年撮影)。
「建築物の敷地面積は最低限200㎡とする」「建築物の
外壁などは、敷地境界線までの距離を１ｍ以上とする」
「建築物の周囲は原則生垣とする」などの地区計画が
定められています。

学生のかたは

学生のかたは、「学生納付特例制度」の対象とな
ります。受け付けは随時、学生証または在学証
明書、印鑑、年金手帳をお持ちください。ただ
し、海外留学生は対象となりません。海外に転
出したかたには、任意加入制度があります。

デザインを
統一したいわネ

国保年金課国保年金資格担当tel(866)2097問い合わせ

広報あきた　６月27日号09
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在
宅
で
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
年
２
回
、
半
年

ご
と
に
１
万
８
千
円
相
当
の
秋
田
市
共
通
商

品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

１
回
目
の
商
品
券
は
、
９
月
に
介
護
保
険

課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
１
回
目
の
対
象
者

今
年
１
月
１
日
か
ら

６
月
30
日
ま
で
の
期
間
、
継
続
し
て
要
介

護
４
ま
た
は
５
で
、
介
護
保
険
料
の
所
得

段
階
が
１
〜
３
段
階
で
あ
る
高
齢
者
を
、

ご
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
か
た

※
対
象
期
間
中
、
要
介
護
者
が
、
介
護
保
険

施
設
や
医
療
機
関
へ
入
院
・
入
所
し
た
日

数
が
合
計
で
45
日
以
上
の
場
合
は
対
象
外
。

※
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
を
利
用
し
て
い

る
か
た
や
、
家
族
介
護
慰
労
事
業
の
対
象

と
な
る
か
た
は
対
象
外
。

■
申
請
方
法

７
月
15
日
(火)
か
ら
31
日
(木)
ま

で
に
、
介
護
保
険
課
窓
口
に
あ
る
申
請
書
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
０
６
９

電
話
顧
客
対
応
の
基
礎
、
苦
情
処
理
な
ど

を
学
び
ま
す
。
受
講
無
料
。

と
き
／
８
月
25
日
(月)
か
ら
28
日
(木)
ま
で
の
４

日
間
、
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ
／
秋
田
市
職
員
研
修
棟

対
象
／
パ
ソ
コ
ン(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

が
で

き
る
か
た
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情

報
通
信
分
野
の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
全
日

程
受
講
で
き
る
か
た

定
員
／
20
人(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選)

●
申
し
込
み

７
月
４
日
(金)
ま
で
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.city.akita.akita.jp)

に

あ
る
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
工

業
労
政
課
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
１
１
４

新
し
く
結
成
し
た
子
ど
も
会
や
既
存
の
子

ど
も
会
か
ら
分
離
し
た
子
ど
も
会
に
「
子
ど

も
会
旗
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

合
併
や
名
称
を
変
更
し
た
子
ど
も
会
は
除

き
ま
す
。
旗
を
紛
失
し
た
子
ど
も
会
に
は
、

実
費
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

●
申
し
込
み

７
月
11
日
(金)
ま
で
生
涯
学
習

室
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
２
４
５

８
月
22
日
に
仁
別
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
太

平
山
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
」
の
10
月
分
利
用

の
申
し
込
み
を
、
７
月
１
日
(火)
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
小
中
学
校
で
の
利
用
が
最
優
先
と

な
り
ま
す
が
、
自
然
学
習
な
ど
の
研
修
活
動

が
目
的
で
あ
れ
ば
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
ご

家
族
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

宿
泊
の
予
約
は
、
利
用
す
る
月
の
３
か
月

前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
使
用
可
能
日
、
利

用
料
金
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

大
森
山
少
年
の
家

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
２
８)

２
１
３
１

カ
メ
ム
シ
類
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
水
田
周

辺
の
雑
草
地
や
農
道
、
畦
畔
あ

ぜ

、
休
耕
田
な
ど

の
草
刈
り
を
定
期
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

出
穂
間
近
の
草
刈
り
は
、
カ
メ
ム
シ
類
を

水
田
に
追
い
込
み
、
斑
点
米
被
害
を
助
長
し

ま
す
。
草
刈
り
は
、
７
月
20
日
頃
ま
で
に
終

了
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

農
政
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
１
１
５

農
林
水
産
省
が
行
う
「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」
は
、
農
業
生
産
条
件
が
不
利

で
、
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
が
著
し
い
中

山
間
地
域
な
ど
の
農
家
に
対
し
交
付
金
を
交

付
し
、
農
業
生
産
活
動
の
維
持
を
通
じ
、
耕

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-
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カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

５

人口 15.６.１現在

●人口／318,024人(+46)
●男／151,544人(+27)
●女／166,480人(+19)
５月分・出生 207人

・死亡 201人
・転入 735人
・転出 695人

（ ）内は前月比

●世帯／126,247世帯(+142)

情
報
通
信
系
就
職
支
援

講
座
の
受
講
生
募
集

２

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

６
集
落
が
対
象
地
域
に

６

子
ど
も
会
旗
を

さ
し
あ
げ
ま
す

３
太
平
山
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

10
月
分
利
用
受
け
付
け

４

在
宅
介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業

在
宅
介
護
を
し
て
い
る

ご
家
族
へ
商
品
券
を
贈
呈

１

わかくさ相談電話tel (862)3225 相談日は、平日の午前９時～午後４時(祝日を除く)。青少年の悩み
や心配事など気軽にご相談ください。市少年指導センター(中央公民館２階)で面接相談にも応じます。

▲



作
放
棄
地
を
な
く
し
、
ダ
ム
機
能
な
ど
も
果

た
す
農
用
地
の
保
全
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

制
度
で
す
。

秋
田
市
で
は
、
金
足
黒
川
・
浦
山
、
上
新

城
道
川
・
上
五
十
丁
、
太
平
貝
ノ
沢
、
下
浜

羽
川
の
６
集
落
が
対
象
地
域
に
認
定
さ
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
、
水
路
や
農
道
の
維
持
管

理
活
動
、
周
辺
林
地
の
下
刈
り
な
ど
を
共
同

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
農
地
面
積(

６
集
落
合
計)

17
万
９
千
353
ｍ

■
交
付
金
額(

６
集
落
合
計)

143
万
４
千
824
円

●
問
い
合
わ
せ

農
政
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
６)

２
１
１
５

下
水
道
工
事
に
と
も
な
い
、
手
形
地
区
の

秋
田
大
学
北
光
寮
前
の
道
路
が
11
月
28
日
(金)

ま
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
一
部
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

８
６
４)

１
４
５
５

広報あきた　６月27日号11

手
形
地
区
の
道
路
が

一
部
通
行
止
め

７

市では、土蔵の壁や扉、民
家屋内の壁や欄間に描かれてい
る鏝絵の調査を行っています。
鏝絵とは、江戸時代末期以降、左官職人が

鏝を使い図柄や文様を描いたもので、図柄に
は建主の願いが込められた龍、鯉の滝のぼり、
波乗り兎、養老乃瀧などがあります。

ご自宅やご近所に鏝絵があるという
かたは、７月11日(金)まで文化振興
室tel(866)2246へご連絡ください

情報は
こちらへ

古い水道管の取り替え工事
水道局では、災害に強く、安全で衛生的な水道水を供給

するため、今年度も老朽化した水道管の取り替え工事を行
います。上図の工事か所以外にも取り替え工事を予定して
います。工事期間中は、交通規制、騒音、振動、断水など
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ 生活課計量検査所tel(866)2074

■
計
量
器
の
検
査
の
日
程

計量器を取引や証明のために使用するかたは、お近く
の検査会場で必ず定期検査を受けてください。今年は下
記の地区のかたが対象となります。
また、家庭用の体重計やキッチンスケールの精度を無

料で確かめます。お近くの会場へおいでください。

計量器の定期検査を
実施します

問い合わせ　水道局建設課tel(823)8435

■依頼のない限り、水抜き栓や水質検査のための
訪問は行っていません

■浄水器などの販売やあっせんは行っていません
■直接訪問してアンケートを行うことはありませ

ニ
セ
調
査
員
に

ご
注
意
を
！

「水道の水質調査に来た」「水道管の点検に来た」
などと言って、ご家庭を訪問する不審者の情報が
寄せられています。水道局職員は、身分証明書を
携帯しています。不審だな、と思ったら身分証明
書の提示を求めるか、水道局サービスセンター
tel(823)8431にお問い合わせください。

水道局では、こんな訪問はしていません！

■おもな検査手数料(はかりの種類による)
ばねばかり １器500円(100㎏以下)
電気式はかり １器1,400円(100㎏以下) おもり １個10円

●土崎・将軍野の工事場所 ●旭南・牛島の工事場所 ●手形・広面の工事場所

鏝
こ て

絵
え

の情報を
お寄せください

欄間に描かれた鏝絵

２

▲
▲ ▲



介
護
保
険
以
外
で
利
用
で
き
る
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
な
ど
の
か
た
で
、
援
助
を

必
要
と
し
て
い
る
か
た
は
、
下
記
の
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
そ
ろ
え
て
、
皆
さ
ま
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

老
衰
や
病
気
な
ど
の
た
め
に
、
調
理
、

洗
濯
、
掃
除
な
ど
の
家
事
の
お
手
伝
い

が
必
要
な
場
合
に
生
活
管
理
指
導
員

(

ヘ
ル
パ
ー)

を
派
遣
し
ま
す
。

１
日
１
回
で
１
週
間
に
２
回
ま
で

(

各
１
回
に
つ
き)

①
１
時
間
未
満
　
２
０
８
円

②
１
時
間
〜
１
時
間
30
分
未
満
　
２
９
１
円

③
１
時
間
30
分
〜
２
時
間
未
満
　
３
７
４
円

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

一
時
的
に
養
護
が
必
要
な
場
合
に
、

短
期
間
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
宿

泊
で
き
ま
す
。

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に

14
日
ま
で

１
日
３
８
１
円(

ほ
か
に
食
事
代
１
日

７
８
０
円)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
日
常
動

作
の
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

１
週
間
に
２
回
ま
で

１
回
３
０
０
円(
ほ
か
に
食
事
・
入
浴

を
利
用
し
た
場
合
は
、
各
３
５
０
円)

援
助
員
の
派
遣

・
外
出
の
付
き
添
い
、
食
材
の
買
い
物
、

寝
具
類
の
日
干
し
、
庭
の
清
掃
、
草
取
り

・
窓
拭
き
、
家
屋
の
簡
単
な
修
理
な
ど

・
冬
期
間
は
宅
地
内
の
雪
よ
せ（
た
だ

し
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
雪
車
が
通

っ
た
後
の
雪
塊
な
ど
は
対
象
外
）

１
日
１
回
で
２
時
間
以
内
。
１
か
月
に

２
回
ま
で(

雪
よ
せ
は
１
日
１
回
１
時

間
以
内
で
１
週
間
に
１
回)

①
１
時
間
以
内
は
１
２
０
円

②
１
時
間
〜
２
時
間
以
内
は
２
４
０
円

※
雪
よ
せ
は
１
回
１
５
０
円

ご
自
宅
に
食
事
を
届
け
ま
す

老
衰
や
障
害
、
病
気
な
ど
の
た
め
に

食
事
の
調
理
が
困
難
な
か
た
に
、
食
事

を
家
庭
に
配
達
し
、
安
否
確
認
を
行
い

ま
す
。

１
日
１
回
で
１
週
間
に
３
回
ま
で(

昼

食
ま
た
は
夕
食
の
ど
ち
ら
か)

１
回
３
５
０
円

安
全
対
策
の

日
常
生
活
用
具
を
給
付

世
帯
の
生
計
中
心
者
が
前
年
所
得
税
非

課
税
の
世
帯
を
対
象
に
、
必
要
な
か
た
に

高齢者福祉サービス
あれこれどうぞ！

介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
で「
非
該
当
」
と

な
っ
た
か
た

旭南老人ディサービスセンターで

介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
利
用
で
き
る
も
の

お気軽にご利用ください
問い合わせ 高齢福祉課tel(８６６)２０９５

利
用
で
き
る
回
数

利
用
料

利
用
で
き
る
回
数

利
用
料

利
用
で
き
る
回
数

利
用
料

利
用
で
き
る
回
数

利
用
で
き
る
回
数

利
用
料

利
用
料
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火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
を
給
付
し
ま

す
。防

火
な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
か
た
に
、

電
磁
調
理
器
を
給
付
し
ま
す
。

（
利
用
者
負
担
額：

世
帯
の
生
計
中
心
者

の
前
年
所
得
税
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

貸
し
出
し

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
に
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
、
関
係
機
関
や
協
力
員

に
救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
装
置

を
お
貸
し
し
ま
す
。

ま
た
、「
お
元
気
コ
ー
ル
」
に
よ
り
週

１
回
、
安
否
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

（
利
用
者
負
担
額：

世
帯
の
生
計
中
心
者

の
前
年
所
得
税
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

電
話
加
入
権
の
貸
し
出
し

所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
、
電
話

加
入
権
を
お
貸
し
し
ま
す
。

無
料
（
毎
月
の
電
話
料
金
は
利
用
者
負
担
）

車
い
す
の
貸
し
出
し

歩
行
が
困
難
な
か
た
の
外
出
を
支
援

す
る
た
め
、
車
い
す
を
お
貸
し
し
ま
す
。

１
回
２
週
間
ま
で
。
無
料
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の

た
め
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
長
寿
祝
い
品

を
贈
呈
し
ま
す

年
度
内
に
傘
寿(

満
80
歳)

、
米
寿(

満

88
歳)

、
卒
寿(

満
90
歳)

、
白
寿(

満
99

歳)

を
迎
え
る
か
た
に
祝
い
品
を
贈
呈

し
ま
す
。（
秋
田
市
に
住
民
登
録
を
し
、

年
度
内
に
引
き
続
き
５
年
以
上
住
む
か

た
が
対
象
で
す
）

な
お
、
15
年
度
の
対
象
者
へ
は
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
４
月
中
に
お
届

け
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
か
た
が

お
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

敬
老
会
へ
の
支
援

市
内
各
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
す
る
敬
老
会
に
補
助
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

な
ど
へ
支
援

老
人
ク
ラ
ブ(

50
人
以
上)

と
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
に
補
助
し
ま

す
。
ま
た
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
も
補

助
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
高
齢
者
バ
ス
優
遇
乗

車
制
度
、
老
人
い
こ
い
の
家
の
利
用
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

賃
貸
料

利
用
で
き
る
期
間

ご
存
じ
で
す
か
？

在宅介護支援センター
相談窓口をご利用ください

秋田けやき会の在宅介護支援センター窓口

在宅介護支援センターは、高齢者の介護な
どについての悩みや疑問を、何でも相談でき
る窓口です。センターは現在市内に21か所あ
り、無料で相談を受けています。お近くのセ
ンターへ、気軽にお電話ください。
また、介護保険や公的な各種保健・福祉サー

ビスを利用するための手続きの代行や調整、介
護用品の紹介もしています。

●お近くの在宅介護支援センターへお電話を！

相談無料！

13 広報あきた　6月27日号



医
療
受
給
者
証
の
更
新

対象 ■昭和７年９月30日以前に生まれたかた
■65歳以上で一定の障害のあるかた

※１…老保該当者で、市民税の課税標準額が124万円以上の
かたが１人でもいる世帯のかた。ただし、70歳以上の
かたが２人以上の世帯で、年収637万円未満、単独世
帯で年収450万円未満の場合は１割負担

※２…世帯員全員が市民税非課税の世帯
※３…所得が０円の世帯(例：年金収入のみの場合…単独世帯

で年収約65万円以下、夫婦２人世帯では年収約130万
円以下)

障
害
福
祉
課
医
療
福
祉
室
老
人
・
福
祉
医
療
担
当

電
話(

８
６
６)

２
５
１
３

フ
ァ
ク
ス(

８
６
３)

６
３
６
２

老人医療限度額適用・標準負担額減額認定証

世帯全員が市民税非課税または所得が０円の
世帯のかたには、申請により、老人医療の一部
負担金と入院時の食事代の負担が軽くなる「老
人医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を
交付しています。
現在お持ちの認定

証は、有効期限が７
月31日までです。６
月20日までに申請を
済ませているかたに
は、８月中旬以降、
新しい認定証を郵送
します。

表１　医療費の自己負担割合と１か月の自己負担限度額

こんなときはどうなる？
老人保健の高額医療費

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
る
か
た

負
担
割
合
が
変
わ
る
か
た
だ
け
に

新
し
い
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

（ただし自己負担限度額を超えた場合のみ）
表２　高額医療費の振り込みの有無

■入院時の食事代

現在、老人保健法に該当しているかたがお持ちの医療受給
者証は、８月１日付けで更新となります。
医療機関で支払う自己負担は、かかった費用の１割または

２割ですが、更更新新にによよっってて負負担担割割合合がが変変わわるるかかたただだけけにに、、
新新ししいい受受給給者者証証をを７７月月22 88日日((月月))以以降降にに郵郵送送ししまますす。。新し
い受給者証が届いたかたで、現在入院または通院しているか
たは、忘れずに医療機関に新しい受給者証を提示してくださ
い。なお、古い受給者証は必ず返送してください。
14年中の所得が13年中の所得と比べ、大きな増減がなかっ

たかたは、負担割合は変わりません。現在お手元にある受給
者証を引き続きお使いください。

新しい認定証は８月中旬に送付

14

病院、診療所などの外来や歯科、薬局では、自己負担
割合に応じ、医療費をそのつど窓口で支払います。
そのため、外来の場合は１か月の支払い金額が自己負
担限度額(表１)を超えることがありますが、入院に関し
ては、自己負担限度額を超えて支払うことはありませ
ん(食事代、病衣代などは別)。
１か月の医療費の自己負担額が、自己負担限度額を

超えた場合は、超えた額が、「老人保健高額医療費支給
申請書」でお届けの預金口座に、後日振り込まれます。
障害福祉課に直接申請においでになる必要はありませ
ん。なお、預金口座を変更したときはご連絡ください。

※個人ごとで判定



国民健康保険

平成15年度の国民健康保険税の納税通知書は、６月27日(金)にお
送りします。ただし、６月に40歳になるかた(昭和38年６月２日か
ら７月１日生まれ)がいる世帯には、７月中旬ころにお送りします。

国民健康保険は、被保険者のみなさんが納める国民健康保険税と
国などの支出金でまかなわれています。国保税は医療費を支払うた
めの重要な財源ですので、納期限までに納付してください。

★
平
成
15
年
度
の
税
率

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、
平
成
15
年
度
分
か
ら
国
保
税
額
の

算
定
方
法
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た

国
保
税
＝｛

◆所得割額
(税率)

◆均等割額
(１人につき)

◆平等割額
(１世帯につき)

8.8％… 1.27％

21,430円… 5,470円

32,810円 4,560円…

＋

＋

＋

＋

【医療分】【介護分】

■年度途中から加入する場合…加入する月から月割りで課税
■年度途中でぬける場合…ぬける月の前月分まで月割りで課税
■介護分は、被保険者のうち40歳以上65歳未満のかたが対象です
■課税限度額は、医療分が53万円、介護分が8万円
※介護分課税限度額は、地方税法の一部改正にともない７万円か
ら８万円に変更となりました。

■各所得については平成14年１月から12月までの所得金額が対象です
■数種類の所得がある場合は、合計してから基礎控除額を差し引き、医
療分は税率8.8％、介護分は税率1.27％をそれぞれ乗じて算出します

《地方税法の改正点》

公的年金等
特別控除の廃止

公的年金等受給者の、特別控除(１円～17万
円)が廃止されます。これにより、年金額が
前年と同じか減額のときでも、国保税が増
額する場合があります。

給与所得
特別控除の廃止

青色専従者給与
等控除の適用

長期譲渡所得等
特別控除の適用

給与所得者について、特別控除(１円～２万
円)が廃止されます。これにより、給与所得
が前年と同じか減額のときでも、国保税が
増額する場合があります。

事業主については、青色専従者給与等が必
要経費に参入され、事業専従者については、
給与として計算されます(市民税と同様の算定方

譲渡所得等特別控除が適用され、特例など
に応じて控除が行われるようになります。

《所得割額の計算方法》

所
得
割
額
＝｛

◆給与所得

◆年金所得

◆事業所得等

8.8％

1.27％

＋

＋
－ ×

【医療分】

【介護分】

基
礎
控
除
額

33
万
円

｛

医療分、介護分の均等割と平等割について、世帯の合計所得
に応じ、７割、５割、２割を軽減する制度があります。２割
軽減の適用を受ける場合は、申請書の提出が必要となります
ので、ご注意ください。なお、軽減を判定するにあたり、確
定申告などを要しないかたも、所得などの確認をするため、
国保税申告書の提出が必要となります。

●医療費が高額になり、自己負担額
が一定限度を超えた場合、その超
えた分が高額療養費として支給さ
れます。自己負担額は、市民税の
課税状況などで変わります
●高額な医療費の支払いが困難なか
たに、高額療養費分を無利子で融
資あっせんする制度があります
●医師が認めた、はり、きゅう、マ
ッサージ、コルセットなどの費用
の７～９割を支給します
●55歳以上のかたを対象に、はり・
きゅう・マッサージの利用１回に
つき800円の受療券(年40枚)を交
付します
●市が行う基本健康診査、大腸が
ん・胃がん健診が無料になります
●人間ドック受診料の７割を助成し
ます(今年度の募集は終了)
●国保の加入者が出産したとき、出
産育児一時金30万円、加入者が亡
くなった場合は、その葬祭を行っ
たかたの申請により、葬祭費５万
円を支給します

問い合わせ 国保年金課賦課担当tel(866)2099

納税通知書を６月27日にお送りします

給付の申請は、
国保年金課tel(866)2098
土崎支所tel(845)2261
新屋支所tel(888)8080でどうぞ。
申請の際、必要なものは事前にお

確かめください。なお、高額療養費
の融資申し込みは、国保年金課のみ
で受け付けます。
また、高額療養費の支給日は診療

月の２か月後の末日となります。た
だし、申請日が診療月の翌月以降で
ある場合、その申請月の次の月にな
ります。

軽減制度…

《国保税の計算》
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読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

思い出の曲を歌おう〝響け歌声ｉｎ飯島〝
歌がつなげる地域の人の輪

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
た
だ
い
ま
高
齢
者
自
立
支
援
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
元
気
に
良
い
年
を
重

ね
ら
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん

と
「
健
康
あ
き
た
市
21
ス
タ
ー
ト
」

の
記
事
を
見
て
た
ら
、「
い
い
世

の
中
ね
」
と
Ａ
さ
ん
。
Ｂ
さ
ん
は

「
で
は
百
歳
ま
で
頑
張
ら
ね
ば
」。

二
人
の
言
葉
に
わ
た
し
が
元
気
を

い
た
だ
き
、
感
謝
の
毎
日
で
す

(

渡
部
栄
子
　
61
歳
・
土
崎)

●
あ
き
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
動
物

園
の
写
真
を
見
た
瞬
間
、
両
親
や

小
さ
か
っ
た
頃
の
わ
た
し
が
よ
み

が
え
っ
て
き
ま
し
た
。
動
物
園
に

行
け
る
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち

や
、
母
や
自
分
の
着
て
い
た
服
や

靴
ま
で
思
い
出
し
ま
し
た
。
懐
か

し
か
っ
た
ー
。
お
さ
る
の
電
車
も

乗
っ
た
ワ(

小
野
崎
忍
　
41
歳
・

土
崎)

●
千
秋
公
園
に
あ
っ
た
動
物
園
の

写
真
を
懐
か
し
く
拝
見
し
ま
し

た
。
当
時
の
若
い
女
性
の
髪
型
も

短
く
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す(

伊
藤
眸
　
67
歳
・

八
橋)

●
裏
表
紙
の
昭
和
四
十
三
年
時
の

動
物
園
の
写
真
見
ま
し
た
。
い
い

で
す
ね
。
わ
た
し
も
子
ど
も
た
ち

が
喜
ぶ
の
で
動
物
園
に
よ
く
行
く

の
で
す
が
「
お
さ
る
の
電
車
が
復

活
し
た
ら
…
」
な
ん
て
思
い
ま
し

た
。
機
関
車
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
は
、
お
さ
る
さ
ん
が
運
転
し

て
い
た
ら
大
興
奮
間
違
い
な
し
！

な
ん
だ
か
考
え
る
だ
け
で
も
ウ
キ

ウ
キ
し
て
き
ま
す(

ペ
ン
ネ
ー

ム
・
ウ
ッ
キ
ー
　
32
歳
・
広
面)

●
だ
ん
だ
ん
矢
留
の
マ
ー
ク
入
り

の
市
営
バ
ス
が
街
か
ら
消
え
つ
つ

あ
り
ま
す
ね
。
で
も
仕
方
が
な
い

こ
と
で
す
ね
。
息
子
が
子
ど
も
の

頃
、
描
い
て
い
た
車
の
絵
に
は
、

バ
ス
は
も
ち
ろ
ん
タ
ク
シ
ー
に
も

矢
留
の
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
わ
た
し
の
話
を
息
子
は
照

れ
笑
い
を
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た

(

鈴
木
倶
子
　
62
歳
・
川
尻)

●
四
月
に
二
人
目
の
孫
、
八
月
に

三
人
目
の
孫
が
誕
生
し
ま
す
。
も

う
か
わ
い
く
て
か
わ
い
く
て
！

「
ブ
チ
ュ
ッ
」
の
連
続
で
す(
小
島

和
博
　
55
歳
・
太
平)

●
中
学
校
同
級
の
仲
間
三
人
と
本

年
度
の
高
齢
者
大
学
に
入
学
し

た
。
同
じ
場
所
で
学
ぶ
の
は
五
十

三
年
ぶ
り
で
あ
ろ
う
か
。
学
び
た

飯島地区で活動する合唱サーク
ル「ほほえみコーラス」が、創立５
周年を記念して、地域の人たちと
歌を楽しむ集いを企画しました。
飯島小学校の合唱クラブや飯島

中学校の吹奏楽部を迎え、参加者
は400人近く。ちょっと懐かしい
選曲と楽しい演出に会場は大盛り
上がり！　観客も音楽に合わせて
体を揺らしたり、手拍子をしたり、
歌ったり、いつの間にか会場は一

体感に包まれていました。
ほほえみコーラス会長の野中歌

子さんは「参加者から『またやっ
て！』という声もたくさんいただ
きました。世代を越え、たくさん
の人が楽しんでくれて、わたした
ちも興奮しています。地域の人た
ちも、こういう場を待っていたん
ですね」と話してくれました。
「みんなで歌おう！」の呼びかけ
で、地域の中に新しいつながりが

生まれた素敵な集いでした。

大勢で歌うって、気持ちいいですね
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い
級
友
は
ほ
か
に
も
い
た
が
、
健

康
上
の
理
由
か
ら
望
み
か
な
わ

ず
、
残
念
で
あ
る
。
彼
ら
の
分
ま

で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

る(

加
藤
忠
直
　
68
歳
・
仁
井
田)

●
今
年
度
は
班
長
の
当
番
年
で
し

た
が
、
体
調
を
崩
し
、
と
て
も
班

長
の
任
に
耐
え
ら
れ
そ
う
も
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
町
内
会
の
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
来
年
度
当
番
予
定
の
お

隣
さ
ん
か
ら
繰
り
上
げ
て
引
き
受

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
た
た
か
い

ご
好
意
に
お
こ
た
え
で
き
る
よ

う
、
体
力
の
回
復
に
努
め
て
い
ま

す(

渡
辺
義
雄
　
79
歳
・
広
面)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「42」人、問２が

「76」％でした。

全問正解154通(応募総数154通)の中から、青木修

一さん(旭川南町)、板垣百合子さん(川元むつみ町)、

工藤正子さん(飯島穀丁)、佐々木真津子さん(新屋豊

町)、佐藤エミ子さん(桜一丁目)、鈴木明美さん(手形

字扇田)、夏井洋さん(土崎港中央三丁目)、二宮昌子

さん(保戸野原の町)、保坂孝紀さん(仁井田本町二丁

目)、星利果さん(寺内字神屋敷)の10人のかたに図書

券をお送りします。

５月23日号の当選者

◆６月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

我が家の
秋田蕗
(中川アイ
さん・土崎)

今
回
、
地
域
の
話
題
で
ご
紹
介
し
た
「
響

け
歌
声
ｉ
ｎ
飯
島
」
の
取
材
に
出
か
け
て
驚

き
ま
し
た
。
会
場
の
コ
ミ
セ
ン
の
体
育
館
を

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
人
、
人
、
人
…
。
歌
や

演
奏
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
ぞ
く
ぞ
く
と
人

が
や
っ
て
き
て
、「
こ
こ
に
こ
ん
な
に
人
が

入
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
」
と
セ
ン

タ
ー
の
職
員
も
び
っ
く
り
で
し
た
。

看
板
づ
く
り
、
会
場
設
営
、
生
伴
奏
な
ど
、

地
域
の
財
産
を
上
手
に
活
か
し
て
、
喜
ば
れ

る
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
あ
げ
た
み
な
さ
ん
の
努

力
に
、
感
激
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
地
域
の

力
っ
て
、
す
ご
い
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
や
地
域
で
の

い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
耳

よ
り
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
広
報

課
に
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ね(

水
澤)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

新屋の鹿嶋祭り
に参加した、左
から大島香さん、
細矢由香さん、
堀内友華子さん

鹿嶋祭は子どものまつりな
ので、町内の仲の良い友だち
と一緒に、太鼓をたたいたり、
行進することができて、とっ
ても楽しい！　毎年参加して
いるけど、来年からは中学生
になるので、今年で終わりで
す。ちょっと残念…。

鹿鹿嶋嶋祭祭ははここどどもものの祭祭

誕生の森記念植
樹に参加した大
友美織さん、馨
くん(浜田)

これまで申し込んでも、大
雨や子どもの入院で参加でき
ず、今回、やっと参加できた
んです。子どもが病気がちな
ので、健康を願って２人で植
えました。家が近いので、ち
ょくちょく様子を見に来るつ
もりです。

ここのの木木とと一一緒緒にに大大ききくくななああれれ

緑緑がが戻戻るるここととをを願願っってて
全校生徒で植樹をしまし

た。松くい虫の被害で、急に
松が枯れてしまい残念でした
が、この植樹でまた緑が戻れ
ばいいと思います。20年後、
30年後に、植樹した場所がど
のように変わっているかを見
るのが楽しみです。

松くい虫被害に
あった校庭に、
松の苗を植樹し
た嵯峨慶太郎さ
ん(下浜中学校)

６月７日、新屋地区で行われた鹿嶋祭り。船
は日吉神社でお払いを受け、町内をまわった
後、子どもの厄を背負って川に流されました。

練練習習ババッッチチリリ、、息息ピピッッタタリリ
今年もヤートセに出場する

ため、毎日１時間の踊りの練
習をしてきました。みんなで
踊るのはもちろん楽しいけ
ど、３，４年生に教えるのが
もっと楽しかったです。息が
ピッタリの私たち、めざすは
一番、大賞です！

ヤートセ秋田祭に
参加する、チーム
“明徳KIDS”の佐
良土結子さん(明
徳小６年)

以前から男女共生や編集に
興味があり、委員に応募しま
した。行政の仕事に携わるの
は初めてで、私自身も勉強に
なります。主婦の立場で、み
んなにわかりやすく、そして
広く使ってもらえるようなテ
キストを作りたいです。

男女共生啓発資
料の編集委員に
なった佐々木真
知子さん(八橋)

男男女女共共生生ををわわかかりりややすすくく

17 広報あきた　6月27日号



障害福祉課 医療福祉室 老人・福祉医療担当
電話(866)2513 ファクス(863)6362
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平成15年７月31日が有効期限の福祉医療費受給者証は、８
月１日付けで更新となります。対象となる受給者証をお持ち
のかたには、７月25日(金)以降に郵送でお知らせします。
また、下表に該当するかたは、申請により受給者証が交付

されます。今まで申請をしていなかったり、14年度には所得
制限を超えたため該当していなくても、今年度は交付される
場合があります。受受けけ付付けけはは７７月月1177日日((木木))かかららでですす。詳し
くは障害福祉課医療福祉室にお問い合わせください。なお、
申請後に所得の修正申告をしたかたはご連絡ください。
診療を受ける際、この受給者証を健康保険証と一緒に医療

機関に提示すると、保険診療の自己負担分が助成されます。

※ここでいう｢社会保険本人｣とは、国民健康保険(市町村国民健康保険と国
民健康保険組合)以外の健康保険に加入している被保険者をさします。

平成９年４月２日以降に生まれた
お子さんを養育し、まだ児童手当の
申請をしていないかたは、市民課、
土崎・新屋支所で手続きをしてくだ
さい。申請の翌月分からの支給とな
ります(所得制限あり)。なお、公務員の
かたは勤務先への申請となります。
●問い合わせ　市民課総務担当

tel(866)2072

就学前のお子さんとご家族に、平
日の午前９時～正午、下記の児童館
を開放しています。巡回訪問の日に
は、午前10時～11時に子育て総合
センターの職員が、踊りや体操、子
育て相談を行います。
●問い合わせ　子育て総合センター

tel(863)9555

明徳児童センター
外旭川児童センター
広面児童館
下北手児童センター
高清水児童センター

７月１日(火)
７月７日(月)
７月８日(火)
７月９日(水)
７月15日(火)

７月の巡回訪問日程

乳幼児通院の所得制限は？
平成15年度(平成14年中の所得)の総所得額から、社会保険

料控除一律８万円、配偶者特別控除額等を控除した額を下表
と比べ、基準額を超える場合は該当しません。また、父母の
所得は合算せず、所得者一人ずつの所得額で比べます。乳幼
児以外の所得制限については、お問い合わせください。

＊扶養親族が１人増すご
とに、所得基準額に38
万円が加算されます

■総所得額の確認は通知書で
Ａ.サラリーマンで市・県民税を給料
から控除されているかた…市民税・
県民税特別徴収税額通知書の「総所
得金額①」欄の額
Ｂ.Ａ以外のかたで、市・県民税を納
税通知書で納付しているかた…市民
税・県民税納税通知書の３枚目に綴
られている明細書(所得・控除)の「総
所得①＋②」欄の額

更新手続きと新規申し込みを
問い合わせ

乳幼児、障害(児)者、母子・父子家庭などの

まだ児童手当を受けていない人へ

児童館に遊びに来てね

保護者が、病気や冠婚葬祭、
出張、育児疲れなどのため一時
的に子どもの世話ができないと
き、下記の３施設でお子さんを
お預かりします。ただし、お子
さんが病気の場合は、お預かり
できません。

●秋田赤十字乳児院(広面字釣瓶町)
●感恩講児童保育院(寺内字神屋敷)
●聖園天使園(保戸野すわ町)

お預かりする施設

※生活保護世帯、母子・父子家庭
で市民税非課税世帯は無料です。

申
し
込
み

申し込みには、印鑑が必
要です。事前に児童家庭
課 母 子 福 祉 担 当
tel(866)2094へご連絡くだ

その他の世帯
２歳未満 5,500円　
２歳以上 2,850円

ご利用ください

７日以内利用期間

▲
▲

市民税非課税世帯　1,100円
母子・父子・養育者家庭　1,100円

利用料(１日あたり)

▲
▲
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妊婦さんや生後28日以内の赤ち
ゃんのいるご家庭に助産師がうか
がい、相談に応じます。無料。
●申し込み　妊婦さんは保健予防
課tel(883)1174へ。出産されたか
たは、母子健康手帳の中の｢出生
連絡票｣を郵送してください

生後４か月～５か月のお子さん
をお持ちのかたが対象です。月齢
に合った離乳食の進め方を具体的
に指導します。受講無料。お子さ
んと一緒に直接会場へどうぞ。
とき／７月14日(月)午前10時～11
時30分(９時50分までおいでくだ
さい) ところ／市保健センター
用意する物／筆記用具、母子健康
手帳、おしぼり
●問い合わせ　市保健所保健予防
課栄養指導担当tel(883)1175

保健師や栄養士が育児などの相
談に応じます。事前に電話で申し
込んでください。相談無料。
とき／７月18日(金)午前10時～午後
３時30分　ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1174

■保育所開放(問い合わせは各保育所へ)
０歳～５歳児の親子が対象で

す。保育所の子どもたちと遊びま
しょう。時間は、午前９時45分～
11時(②は午前９時15分～)。直接
各保育所へどうぞ。
①泉・牛島＝７月８日(火) ②土崎＝
７月12日(土) ③保戸野・手形第
二・港北＝７月15日(火) ④川尻・川
口・手形第一・寺内＝７月22日(火)
■こんにちは赤ちゃんルーム
小さいお子さんをお持ちのか

た、将来のお父さん、お母さん、
おじいちゃん、おばあちゃんが対
象です。０歳児室で保育を体験し
ませんか。会場の泉保育所へ直接
どうぞ。tel(823)1626
とき／７月17日(木)午前10時～11
時　

■パンダ広場 就園前のお子さん
が対象。開始30分前から、手作り
おもちゃで自由に遊べます。茨島
体育館へ直接どうぞ。参加無料。

キラキラクラス(０～１歳)
７月17日(木)午前10時～11時
ピカピカクラス(２～３歳)

７月24日(木)午前10時～11時
■移動パンダ広場 中央地区の就
園前のお子さんが対象です。無料。
とき／７月11日(金)午前10時～11
時　ところ／一つ森体育館
●問い合わせ子育て総合センター

tel(863)9555

ファミリー・サポート・センターで
は、利用会員を募集しています。
緊急な用事や仕事のときなどに、
お子さんを預かってくれるかたを
紹介してもらえる制度です。利用
会員になるためには下記の研修が
必要です。受講、登録は無料です。
とき／７月10日(木)・26日(土)のど
ちらか１回、午前10時～正午　
ところ／文化会館和室練習室
●申し込み　ファミリー・サポー
ト・センターtel(866)2086

就園前のお子さんとご家族が対
象。楽しい子育てについて、山王
幼稚園の先生がお話します。無料。
とき／７月８日(火)午前10時～
ところ／川尻児童館
●問い合わせ　川尻地区主任児童
委員の伊藤さんtel(824)1349、

加賀屋さんtel(823)0561

就園前のお子さんが対象。のり
ものゴー体操や、救急救命士のお
話。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／７月２日(水)午前10時～正
午　ところ／飯島地域センター
●問い合わせ　北部公民館

tel(873)4839

就園前のお子さんが対象。指人
形劇やしゃぼん玉遊びなど。無料。
とき／７月３日(木)・７日(月)・10日
(木)・17日(木)・24日(木)、午前10時
30分～11時30分
ところ／御所野ふれあいセンター
●問い合わせ　御所野ふれあいセ
ンターtel(826)0671

■ニコニコキッズ＝就園前のお子
さんが対象です。小さなお子さん
のための救急救命講習会。７月９
日(水)午前10時～、寺内児童センタ
ーで。寺内地区主任児童委員の畠
山さんtel(865)0322
■とんとんくらぶ＝下北手地区に
お住まいの3歳未満のお子さんと
ご家族が対象。７月９日(水)午前
10時～11時30分、下北手児童セン
ターで。下北手地区主任児童委員
の兒玉さんtel(834)7347
■しゃぼんだま広場＝御野場・四
ツ小屋・御所野地区の就園前のお
子さんとご家族が対象。７月11日
(金)午前10時～、四ツ小屋児童セン
ターで。伊藤さんtel(839)3891、永
須さんtel(839)6595
■このゆびとまれ！＝楽しく育児
を応援するサークルです。一緒に
遊びませんか。第１・第３火曜日、
午前10時～11時30分、明徳児童セ
ンターで。明徳地区主任児童委員
の奥山さんtel(835)0674

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児
妊産婦・新生児訪問

初期離乳食教室

保健所の育児相談

保育所で遊びませんか

育児サークルへどうぞ

北
き

・ら・ら・キッズ

パンダ広場へどうぞ

川尻ちびっこルーム講演会

御所野ふれあいセンタｰへ集まれ！

ファミサポ会員の研修会

０歳児のお母さんが対象です。乳児の健
康に関する講話とお母さんのリフレッシュ
をはかります。無料。先着20人。託児あり。

と
き

７月16日(水)、８月27日(水)、９月11日
(木)、10月10日(金)午後１時30分～３時
30分(初回のみ午前10時～正午)

ところ 女性学習センター

申し込み ７月１日(火)午前９時から女性学
習センターtel(832)2191

◆育児ママへの応援科講座◆

▲
▲
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６/27(金) ７/１(火)

●高齢者の生きがいづくり
～ゆう・ゆうサロン

●サンライフの講座紹介
●浮世絵風景画名品展

～千秋美術館企画展

７/２(水) ７/８(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●市の施設見学会
●就業応援します！
●未来に伝えよう！地域の
伝統芸能

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞ tel(866)2034 15

分 ●６/29(日) 7：30～ABS おはよう秋田市長です「市町合併について」ほか

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

不不当当請請求求ににごご注注意意をを！！
最近、携帯電話のメール、はがき、

電報などを使って、根拠のない不当
な請求をされる例が増えています。
消費者センターに次のような相談が
寄せられました…。

消費生活相談は

秋田市消費者センター
tel(866)2016

携帯電話の無料サイト
をよく利用します。３か
月前に突然、「情報利用料が未納で
す。至急払うように」と携帯電話に
メッセージが入っていました。無料
のサイトばかり選んでいるので、間
違いと思い、そのまま放置しておき
ました。
ところが先週、「利用料、延滞料

を含め、５万円を至急支払うように。
払わない場合は、自宅へ回収に行く」
という支払催告書が届きました。
無料だったはずなのに、支払わな

いといけないですか？

無無料料だだっったた
ははずずななののにに……

①有料で申し込んでいなけれ
ば、支払い義務はありませ

ん
②不審な請求の場合は、安易に相手
に連絡をしないようにしましょう
③脅迫的な行為があった場合、警察
に相談してください
④携帯電話を使って、無料サイトを
利用したり、懸賞に応募すること
によって、個人情報を知られ、架
空請求に利用されることがありま

上新城五十丁にある市民観光りんご園では、「ふじ」200本、「王林」
50本などのオーナー(先着順)を募集しています。木の管理は果樹園の
所有者が行います。収穫は11月上旬から中旬頃で、１本の木から100
個程度の収穫があります。

申
し
込
み

秋には自分でもぎとり体験も！

ふじ…１本9,000円　王林・千秋…１本8,000円

住宅を新築されるかたに、「乾燥秋田スギ柱材」を無料でプレゼ
ントします。提供材は、含水率20％以下で、規格は12㎝角、長さ３
ｍを標準とし、１戸あたり90本が上限です。今回は50戸分の柱材を
用意しています。応募多数の場合は公開抽選。柱を年度内に活用す
るなどの条件がありますので、詳しくは県秋田スギ振興課木材利用
推進班へお問い合わせください。tel(860)1914

７月１日(火)～22日(火)募集期間

申請書は市役所林務課、秋田地域振興局農林部・建設部
でさしあげます。申し込みは、あきた県産材利用センタ
ーtel(837)8095へ

新築住宅に
秋田スギ柱材プレゼント！

申し込み

※申込書はあきた県産材利用センターホームページ
(http://www.kensanzai.com)からも入手できます。
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いずれも初心者を対象に、秋田公立美術工芸短期大学の
「アトリエももさだ」で開きます。

各講座開始日の10日前まで、はがきに希望講座名、住
所、氏名、年齢、電話番号を書いて、〒010-1632秋田
市新屋大川町12-3 美短大学開放センター・アトリエも
もさだ t e l (888)8137(月曜定休)。応募多数の場合抽選。

申
し
込
み

年間オーナー料金

電話またははがきに、希望する品種名、本数、郵便番号、住所、氏
名、電話番号を書いて、７月31日(木)まで、〒010-0135秋田市上新城五
十丁字大村屋敷214-3 ＪＡ新あきた上新城支店tel(870)2211へ

時間は①⑥が午前10時～午後１時、②～⑤が午後１時～４時

《
前
期
》

シリーズ②

▲ ▲
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フリーマーケット、屋台など。フリマ
の出店者も募集中！ 詳しくは手形中央
商店会の西村さん。tel090(2843)9728
とき／７月27日(日)正午～
ところ／手形商店街、秋田大学小体育館

定員45人。参加料6,000円。申し込みは、
７月４日(金)まで、はがきに住所、氏名、
年齢、性別、電話番号を記入し、〒010-
0973八橋本町4ｰ7-20 コーポ山方201の浦
山沢樹(県山岳連盟事務局)。
とき／７月20日(日)午前６時10分に県庁
前発　ところ／乳頭山、滝ノ上温泉
●問い合わせ 県山岳連盟tel(865)1730

刑務所で作られた作品の展示即売など。
とき／７月６日(日)午前９時～午後３時
ところ／川尻の秋田刑務所
●問い合わせ 秋田刑務所tel(862)6584

母子・父子家庭の親子が対象です。バ
スで秋田ふるさと村へ行きます。無料。
とき／７月27日(日)午前８時45分～午後
５時　定員／抽選で60人
●申し込み ７月１日(火)から４日(金)ま
で児童家庭課tel(866)2094

体の不自由なかたが一堂に集い、互い
に交流します。参加無料。
とき／７月６日(日)午前10時～正午
ところ／県社会福祉会館
●問い合わせ 市身体障害者協会

tel(866)1341

市母子寡婦福祉連合会tel(866)1341による
衣料品、雑貨などのチャリティーバザー。
とき／７月４日(金)午前10時～品切れま
で　ところ／中央公民館千秋の間

市
し

身体障害者
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往復はがきに、希望見学日、住所、名前、年齢、電話番号を書い
て、７月８日(火)(必着)まで、〒010-8560秋田市役所市民相談室
tel(866)2039。往復はがき１枚につき２人まで申し込みできます。
２人で申し込む場合は、必ず２人の名前を記入してください。電
子メールでの申し込みは、request@mail.city.akita.akita.jpへ。電話
では受け付けません。

秋田市の消防と救急テーマ

７月17日(木)・24日(木)と
き

施設見学会

秋田駅東口～市消防本部・秋田消防署(指令室、消防車など)～土崎消
防署外旭川出張所～(昼食)～市立病院(救急室など)～秋田駅東口

参加無料。定員は両日とも20人。定員を超えた場合は抽選。当
日の昼食は市役所周辺の食堂をご利用ください。災害や急患の
発生などにより、見学内容が変更になることがあります。

申
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市消防本部指令室内両日とも午前９時30分～午後３時

催し物

秋田県

障害者
スポーツ大会

７月３日(木)まで、①②のかたは福祉棟１階の障害福祉課tel(866)2093、
③のかたは保健所健康管理課tel(883)1180にお申し込みください

申し
込み

９月６日(土)
午前９時30分～午後３時30分

参
加
資
格

※年齢はいずれも平成15年４月１日現在
①身体障害のあるかた 満13歳以上で身体障害者手帳をお持ちの
かた(内部障害のあるかたを除きます)
②知的障害のあるかた 満13歳以上で療育手帳をお持ちのかた、
もしくはその取得に準ずるかた
③精神障害のあるかた 16歳以上で精神障害者保健福祉手帳をお
持ちのかた、もしくはそれと同等の精神障害を有するかた

参加者
募集！

★７月１日(火)から屋外プールオープン！

夏だ！プールだ！ザ・ブーンだ！！

中央卸売市場
開放デーへおいでよ

市の記念日に、中央卸売市場(外旭川字待合)を一般開
放します。市場を自由に見学しながら、新鮮な食料品な
どのお買い物ができます。マグロの解体と販売もある
よ！

中央卸売市場管理室tel(869)5252問い合わせ　

開・閉会式は八橋陸上競技場

７月・８月は休まず営業

７月12日(土)  午前10時～午後１時

マグロの
解体もあるよ！

手
て

形
が た

ナイトバザール

６月29日(日)午前９時～
市内の生産者が、丹精こめて作った「安

全・新鮮・安心」な商品をそろえています。

セリオン

●販売品目…朝採り野菜、巻き寿司、漬け物、
みさこ餅、千秋牛、豚肉、花(鉢物)、秋田蕗茶な
ど 農政課tel(866)2115問い合わせ

お買い求めのかた、先着300人に秋田産お米プレゼント！

▲
▲

▲

ザ・ブーンtel(827)2301

市制記念イベント　７月13日(日)は

サッカー、バスケット
のシュートに挑戦！
営業時間：午前10時～午後７時(夏休みは９時)
入場料金：大人500円　中・高生400円

３歳～小学生300円

①午後１時～
②午後２時～

入館
無料
！▼

問い合わせ



学生の親子が対象。老人ホームでの
軽作業など。時間は午前10時～午後
1時。先着各20人(※印は10人)。参
加料300円(昼食代)。
◆7月23日(水)松涛園　◆7月24日(木)
聖徳会、ファミリー園(※) ◆7月
31日(木)南寿園　◆8月2日(土)金寿園
◆8月6日(水)八橋ディサービスセン
ター(※)、大平荘
●申し込み　7月7日(月)から秋田市
社会福祉協議会tel(862)7445

小学4年生～中学3年生が対象で
す。キャンプを通して、仲間と助け
合う楽しさを学びます。先着220人。
とき／7月30日(水)～8月3日(日) と
ころ／山梨県山中湖　参加費／小学
生60,000円、中学生79,000円
●申し込み 7月4日(金)まで（財）国際
青少年研修協会tel03(3359)8421

市内に事業所を持つ企業が対象で
す。秋田港海の祭典にあわせ、主に
秋田港を利用して輸入された商品
を、祭典の会場内で展示・販売して
くれる出展者を募集します。無料。
とき／7月26日(土)・27日(日)
ところ／セリオン前イベント広場
●申し込み　7月8日(火)まで港湾貿
易振興課tel(866)2164

7月26日(土)・27日(日)に行われる秋
田港海の祭典のイベント参加者募
集！
体験航海(無料)＝①秋田海上保安部
巡視船は、27日(日)午前10時～、午
後1時～の2回（定員200人）②海洋
技術高実習船は、27日(日)午後1時30
分～（定員65人）
●申し込み　往復はがきに、乗りた
い船名、①の場合は1回目か2回目の
希望、乗船人数(1枚につき3人まで)、
住所、氏名、電話番号を書いて、7

月14日(月)まで、〒011-0945土崎港
西3-10-25 秋田港海の祭典実行委員
会。tel(845)5983
親子で楽しむ海辺の自然観察会＝小
学生以上が対象。ウエットスーツ、
スノーケルをつけて海に潜ります。
27日(日)午前10時～午後4時、秋田マ
リーナ北隣りで。ウェットスーツ、
足ひれなどがないかたは、レンタル
料がかかります。申し込みは、往復
はがきで。詳しくは、(有)ファイアプ
ロテクションズサービスの打矢さん

tel(839)4343

「橋のない川」著者、住井すゑの
生涯を聖霊短大教授の北条常久氏が
講演します。定員60人。受講無料。
とき／7月13日(日)午前10時30分～正
午　ところ／中央図書館明徳館　
●申し込み　7月1日(火)午前8時30分
から明徳館tel(832)9220

ピアノ部門の参加者を募集しま
す。コンクールは、9月21日(日)に文
化会館で開催。小学生(低学年と高
学年)、中学生、高校生、大学・一
般の各部門。課題曲などはお問い合
わせください。参加料4,000円。
●申し込み　7月31日(木)まで市文化
団体連盟事務局tel(866)4026

８月10日(日)の雄物川花火大会で
打ち上げる創作花火のアイデアを募
集します。「夢とロマンの一夜」「心
癒す悠久の流れ、雄物川」がテーマ。
●申し込み　７月20日(日)まで雄物川
花火大会実行委員会tel(888)8080

来年夏オープン予定の男鹿新水族
館の愛称を募集します。
●応募 ７月1日(火)から22日(火)ま
で県観光課男鹿地域振興班

tel0185(35)2250

在宅で身体に障害のあるかたとそ
の家族を対象に、出張相談会を開き
ます。ピアカウンセラー、市身体障
害者協会会員が相談に応じます。時
間はいずれも午前10時～正午。
土崎公民館＝7月12日(土)
将軍野地域センター＝7月26日(土)
西部公民館＝8月9日(土)
勝平コミセン＝8月23日(土)
●問い合わせ　障害者生活支援セン
ターほくとtel(873)7804

会場は市保健センター。無料。電
話などで予約が必要です。申し込み
は市保健所保健予防課tel(883)1175
食生活相談＝肥満、高血圧、糖尿病
などの病気のかたの食事やその他の
食生活について、栄養士による相談
を行います。7月18日(金)午前10時～
午後3時　成人歯科相談＝歯科衛生
士が、歯周病、むし歯などから歯の
健康を守るための相談に応じます。
7月18日(金)午前9時30分～正午

市中小企業スポーツ連盟では、市
内の中小企業で働いているかたで組
織する軟式野球チームを募集してい
ます。試合は八橋球場を会場に９月
２日(火)から開催します。
●申し込み　７月18日(金)まで工業
労政課tel(866)2114

受験願書は、(財)消防試験研究セ
ンター秋田県支部、市消防本部、各
消防署にあります。
試験日時／8月31日(日)午前10時～
試験会場／秋田経済法科大学または
秋田工業高校(受験者選択)
●申し込み　7月1日(火)から11日(金)
まで、(財)消防試験研究センター秋
田県支部tel(836)5673
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●問い合わせ　
市民相談室tel(866)2039
新 屋支所tel(888)8080

●交通事故

●法　律(市民相談室)

(新 屋支所)

●登　記

●人権・困りごと

●各種年金・社会保険など

●遺　言

●税　務

７月16日(水)午前９時～午後３時

７月17日(木)午前９時～正午

７月10日(木)午前９時～正午

７月８日(火)午後２時～４時

７月10日(木)・24日(木)午後１時～４時

７月11日(金)午後１時～４時

７月15日(火)午前９時～正午

７月15日(火)午後１時～４時

７
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相談場所は市役所１階の市民相談
室。法律相談は新屋支所でも。法律
相談の電話予約は７月１日(火)午前８
時30分から、各会場で受け付けます
(先着８人)。その他の相談は当日受
け付けし、順番は抽選で決めます。
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本格的なコーヒーの入れ方を学び
ます。定員20人。受講料500円。
とき／７月11日(金)午前10時～正午
ところ／西部公民館
●申し込み　６月30日(月)午前９時
から西部公民館tel(828)4217

小学生のお子さんと母親が対象。
とき／７月23日(水)から27日(日)まで
に４回、午前10時～正午(27日のみ午
前９時～午後４時) ところ／八橋オ
ムニコート　受講料／親2,000円、子
ども1,500円　定員／先着80人
●申し込み　７月９日(水)まで申込書
に返信用封筒を添え、〒010-1424御野
場5-5-6藤村真寿美さんtel(839)3351

おばこ音頭やドンパン節など。
とき／７月18日(金)午後１時30分～
３時30分　ところ／東部公民館
●申し込み　６月30日(月)午前８時
30分から東部公民館tel(834)2206

時間は④が午後６時30分～９時、
それ以外は午前10時～午後零時30
分。会場は秋田テルサ。受講料各
1,700円。各先着24人。申し込みは7
月1日(火)午前10時から秋田テルサ。
tel(826)1800
①あじの南蛮漬け＆梅を使った料
理＝７月12日(土) ②本格飲茶＝７
月23日(水) ③夏の巻き寿司＝７月
24日(木) ④ワインにぴったり洋食
メニュー＝７月24日(木) ⑤アプリ
コットスイート＆甘夏ゼリー＝７月
26日(土) ⑥ソーメンを使ったやり
くりレシピ＝７月30日(水)

小中学生と保護者が対象です。牛
島地域(羽州街道とその周辺)の史跡
をめぐります。先着15組。
とき／７月19日(土)午前９時30分～
正午　ところ／牛島地域(南部公民
館集合) 参加料／１人100円
●申し込み　６月30日(月)から南部
公民館tel(832)2457

初心者が対象です。健康増進にい
かがですか。先着20人。受講無料。
とき／７月８日(火)から29日(火)まで
の毎週火曜日に４回、午後１時30分
～３時30分　ところ／中央公民館
●申し込み　６月30日(月)から中央
公民館tel(824)5377

中学生が対象。７月29日(火)・30
日(水)の２日間、美短附属高等学院
で開きます。受講料各500円。申し
込みは７月４日(金)～10日(木)に各中
学校を通して受け付けます。
デッサン　構図や鉛筆のタッチな
ど。定員45人　コンピュータ　プロ
のデザイナー使用のソフトで絵を描
きます。定員10人　木材工芸　オリ
ジナルの卓上木工品作り。定員10人
クラフト　彫金、七宝の技法を使っ
てブローチなどを作ります。定員15
人
●問い合わせ　美短附属高等学院

tel(828)4127

会場は御所野ふれあいセンター。
いずれも午前10時～正午。材料費１
回500円。各先着20人。申し込みは
７月４日(金)まで御所野ふれあい(交
流)センター。tel(826)0671
①旬の梅漬け、らっきょう漬け＝７
月10日(木) ②おからドーナツ、米
の粉カステラ＝７月17日(木) ③手

軽にできる巻きずし＝７月24日(木)

過去２年間再講習を受けていない
かた、16ミリ映写機操作認定証の再
交付の必要なかたが対象です。受講
無料。直接会場へどうぞ。
南部公民館　７月６日(日)、午前９時
～正午 仁井田児童館 ７月７日
(月)、午前９時～正午　東部公民館
７月12日(土)、午後１時～４時　中央
公民館　７月12日(土)、午後２時
～４時 土崎公民館　７月12日(土)、
午後６時～８時　飯島コミセン　７
月19日(土)、午後２時～４時　西部公
民館　７月27日(日)、午後２時～６時
●問い合わせ　生涯学習室

tel(866)2245

40歳以上の女性が対象です。栄養
士や歯科衛生士の話を聞きながら、
健康と食生活について学び、食事作
りをします。定員32人。参加無料。
とき／７月23日(水)午前10時～午後
１時　ところ／市保健センター　
●申し込み　7月1日(火)から市保健
所保健予防課tel(883)1175

15歳以上であればどなたでも入学
できます。テレビ・ラジオを利用し
た授業で、人文・社会など約300科
目の分野が学べます。学士(教養)の
単位取得できます(全科履修生)。入
学試験はありません。
●問い合わせ　放送大学秋田学習セ
ンターtel(831)1997

ボランティア活動に関心のある小
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●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●５月のクイズの当選者は
17面に掲載しています。

市民が１人１日100ｇのごみを減らせば、１年間で
約何億円分のごみ処理経費の節約になるでしょう？
これまで３回行われた任意合併協議会。合併の方式は、
秋田市への●●合併とすることで合意しました。

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、７月11日(金)(必
着)まで、〒010－8560秋田
市役所広報課へ。
t e l (866)2034

１

２
応募方法

※答えは６月13日、27日号の｢広報あきた｣の記事中に！
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本
巻
に
は
、
昭
和
20
年
８
月
か
ら

平
成
２
年
ま
で
の
史
料
を
４
期
に
分

け
て
収
め
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
か
ら
徐
々
に
復
興

し
、
昭
和
29
年
、
周
辺
町
村
と
合
併

し
大
秋
田
市
が
誕
生
。
そ
の
後
高
度

成
長
期
の
飛
躍
的
な
発
展
を
経
て
、

平
成
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
戦
後
45

年
間
の
秋
田
市
の
歩
み
を
500
余
点
の

史
料
で
示
し
、
各
編
・
章
に
は
理
解

を
深
め
る
た
め
の
解
説
を
つ
け
ま
し

た
。秋

田
市
の
公
園
都
市
づ
く
り
の
過

程
な
ど
を
示
す
史
料
を
豊
富
に
収
録

し
た
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

本
巻
で
は
、
地
区
別
に
詳
し
く
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
、
今
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
暮
ら
し
・
風
俗
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

自
然
と
環
境
、
町
の
暮
ら
し
、
商

家
や
農
家
の
古
い
年
中
行
事
の
記

録
、
衣
食
住
、
信
仰
、
民
俗
芸
能
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
見
て
楽
し
め
る

よ
う
に
カ
ラ
ー
写
真
や
図
表
を
豊
富

に
取
り
入
れ
、
読
み
や
す
く
伝
え
て

い
ま
す
。

庶
民
の
心
、
町
の
暮
ら
し
ぶ
り
が

読
み
と
れ
、
民
俗
学
へ
の
新
た
な
興

味
と
関
心
が
わ
く
内
容
で
す
。
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■広報あきたがご自宅に届かないときは、広報課にご連絡ください ■この冊子は、単価１部13.65円　無料配布です

「
現
代
史
料
編
」

「
民
俗
編
」

秋
田
市
史

このたび、待望の「現代史料編」と
「民俗編」を刊行。秋田市史はこれ
で全17巻中、12巻がそろいました。

価格は１冊6,000円。市内各書店、
市役所地下の売店、市史編さん室
(市役所分館２階)でどうぞ。

郷
土
の
歴
史
の
集
大
成

市史編さん室TEL(866)2249問い合わせ

写真や図表でわかりやすく解説しました

第
十
六
巻

民
俗
編

わ
か
り
や
す
く
見
て
楽
し
め
る
民
俗

史
料
が
解
き
明
か
す
戦
後
の
秋
田
市

第
十
三
巻

現
代
史
料
編

刊
行
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